
         

         

         

 

 

 

 

 

 

 

      

 

校内 TV 放送による全校朝会（校長講話）１／１８（火） 

“ Well-being（健康・幸福）” 
～ハツラツ・いきいき・ワクワク・にこにこ～ 

 

昨日は、朝から大雪。 

明日２０日（木）が二十四節気の「大寒（だいかん）」です。 

いちょうの子どもたちは、元気に登校しています。さすが、北国の子です。自宅

前の雪かきを手伝っている子もたくさんいるようです。大人も子どもも、みんなの

力で、大変な大雪をも克服し、コロナ禍の難局にも立ち向かう。これまでも、これ

からも…。そういう意識が、今後ますます大切になってくると思います。キーワー

ドは『「ぼく、わたし」と共に、「ぼくたち
．．

も、わたしたち
．．

も」』です。 

昨日の全校朝会は、コロナ感染防止対策もあり、アリーナ体育館に集わずに校内

TV 放送に切り替えて行いました。以下、講話の概要です。 

 

おはようございます。今朝も大雪の中での登校となりました。いちょうの子、皆

さんが無事に登校できて安心しています。まだまだ、寒さが続きますから、気を引

き締めて安全に注意して登下校をしましょう。 

さて、３学期の始業式で“Well-being”のことに触れました。日本語にすると、

どんな言葉になるか覚えていますか？そうですね。「けんこう」とか「こうふく・し

あわせ」でしたね。そのことを少し深く考えてみたいと思います。難しい漢字です

が、「けんこう」は、こう「健康」書きます。「こうふく・しあわせ」は、こう「幸

福」書きます。健康のイメージ・幸福のかたちはさまざまですが、どんなイメージ

言葉が思い浮かびますか？「ハツラツ」「いきいき」「ワクワク」「にこにこ」…。こ

れまで、全校朝会で幾度
い く ど

か触れてきた言葉と重なりますね。そういうイメージで

“Well-being”を考えていければと思います。 

ところで、この漢字の並びを見て、何かちょっと面白

いことに気づきませんか。 

・・・・・！？。 

横に読んでも縦に読んでも「けんこう」「こうふ

く」！？ですね。ここで、漢字の頭文字をとって

“Well-being”を「健幸（けんこう）」と訳してみたい。

校長先生の造語
ぞ う ご

ですので、漢字テストでは正解になりま

せんね。辞書にも載っていませんよ。 

「すこやかでしあわせ」「ハツラツ」「いきいき」「ワクワク」「にこにこ」…そう
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いう「健幸（けんこう）」を考える上で大切にしたい視点について２つ挙げてみます。 

１つ目は、「ぼく、わたしにとっての「健幸」のかたち」。２つ目は、「みんなにと

って（ぼくたち・わたしたち）の「健幸」」のかたち」です。SDGs のもとめる「誰

ひとり取り残さない」という考え方と同じです。ここが大切だと思うのです。自分

だけ満足では、片手落ち。「みんなにとって」の視点が重要です。 

 

自分だけではなく、みんなにとっても「健幸（けんこう）」であるか？ 

 

「いちょうの子」は、これまでもそういう意識で、ものごとをしっかりと考え、判

断してきていますが、より強く意識してゆこうということです。 

今週は、スクールサミットもあります。学年や学級での行事や学習も、まだまだ

続きます。心を込めて、意欲的に考え、健やかで幸せな学校生活を送ってゆきまし

ょう。お話を終わります。 

 

本のご紹介をします！ 
～①熱帯魚カタログ②子どもといっしょに成長しよう～ 

 

①熱帯魚カタログ「観賞魚ミニブックシリーズ２」 

創立 110 周年記念事業として設置いただいている大

型アクアリウム「いちょう水族館（アクアリュウグ

ウ）」。たくさんのお魚が暮らしています。そのお魚を

調べる図鑑をグッピー園の高橋社長様（本校同窓生）

より５冊寄贈いただきました。１８４種類の水生生物

が載っています。「いちょう水族館」わきと「いちょうブック館」にありますので、

是非、ご覧いただきたいと思います。 

 

②子どもといっしょに成長しよう 浅田和伸著 ジアース教育新社 1600 円 

 著者の浅田和伸氏は、現在、国立教育施策研究所の所長さ

んです。東京大学文学部心理学専修課程を卒業し文部省に入

省。三重県教育委員会事務局指導課長、文部科学省大臣秘書

官や大臣官房審議官、品川区立大崎中学校校長などを歴任。

現在に至ります。久々に、いい本に巡り会った。そんな思い

です。作家の井上ひさしさんの言葉に「むずかしいことをや

さしく、やさしいことをふかく、ふかいことをゆかいに、ゆ

かいなことをまじめに書くこと」というのがありますが、ま

さに…です。 

 本の帯には、「親」に送るエールとあります。また、3 日で

気が楽になる「親」の本とあります。秋の夜長にとは行きま

せんが、厳寒の冬の夜短でもあっという間に読める本です。

これまで、あまり人に本をお薦めしたことはありませんが、

これは別格かなあと思っています。本校でも購入しており、輪読します。 


